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放射性物質に係る規制体系について

資料第１号



放射性同位元素（放射性物質）の輸送上の取扱い
－陸上、海上、航空輸送－

下限数量以下又は下限濃度以下（規制対象外）

核燃料物質
核原料物質

密封線源 非密封線源
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Ｌ型輸送物
Ｌ型輸送物

Ａ型輸送物

Ａ型輸送物

Ｂ型輸送物

Ｂ型輸送物

郵送可能
（郵便禁制品外）

放射性同位元素（放射性物質）

※主な輸送法令
陸上輸送：放射線障害防止法

海上輸送：船舶安全法
航空輸送：航空法

15O、81mKr、157Dy、
これらの化合物及び
製剤は、※の法令で
はなく、薬事法の規制
対象となる。

A1値

A2値

A1値の1/1000

A2値の1/1000
又は1/10000

A1値、A2値とは、「放射性同位元素又は放射性同位元素によって汚染された物の工場又
は事業所の外における運搬に係る技術上の基準に関わる細目等を定める告示」に規定さ
れる放射性輸送物の種類の区分を示す数値であり、核種ごとに数量が定められている。
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放射性同位元素（放射性物質）の使用等に係る規制

下限数量以下又は下限濃度以下（規制対象外）

特定許可使用者（施設検査対象）
非密封線源が下限数量の10万倍以上
密封線源が10ＴBq以上の貯蔵能力を有する者

許可使用者（施設検査非対象）
非密封線源が下限数量を超える

密封線源が下限数量の千倍を超える

届出使用者

密封線源が下限数量の千倍以下

表示付認証機器届出使用者
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※：表示付特定認証機器とは、装備される放射性同位元素の数量等からみて
放射線障害のおそれが極めて少ない機器で、具体的には煙感知器、レー
ダー受信部切替放電管及びその他文部科学大臣が指定するもの。
これらの機器には、使用等に係る規定はない。

表示付特定認証機器を除く。※
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